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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸引管路の途中に吸引切替弁を設けた内視鏡において、
　吸引切替弁よりも先端側の吸引管路の途中に装着される組織回収用のフィルタ部材と、
　前記フィルタ部材を内視鏡から取り外す際に、少なくとも前記フィルタ部材よりも先端
側の前記吸引管路側開口が前記内視鏡外部に開口することを規制して着脱自在となる着脱
機構と、
　を具備し、
　前記着脱機構は、前記フィルタ部材が、該フィルタ部材より先端側の吸引管路と連通す
る状態においては、前記フィルタ部材の取り外しを規制する規制手段を具備することを特
徴とする内視鏡。
【請求項２】
　吸引管路の途中に吸引切替弁を設けた内視鏡において、
　吸引切替弁よりも先端側の吸引管路の途中に装着される組織回収用のフィルタ部材と、
　前記フィルタ部材を内視鏡から取り外す際に、少なくとも前記フィルタ部材よりも先端
側の前記吸引管路側開口が前記内視鏡外部に開口することを規制して着脱自在となる着脱
機構と、
　を具備し、
　前記着脱機構は、前記フィルタ部材が取り外される際に、前記フィルタ部材よりも先端
側の前記吸引管路側を閉塞する管路閉塞手段と、
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　前記管路閉塞手段による閉塞の動作に連動して前記フィルタ部材の取り外しの規制を解
除する規制解除手段と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項３】
　体内に挿入される挿入部と、吸引装置に接続される接続部と、を有する内視鏡において
、
　前記内視鏡に設けられ、前記挿入部の先端部で開口する先端開口部と、前記吸引装置と
接続される基端部と、を有する吸引管路と、
　前記吸引管路上に設けられたフィルタケースと、
　前記フィルタケース内に着脱自在に装着され、前記先端開口部から吸引された組織を回
収するためのフィルタ部材と、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の先端部側と連通した先端部側開口部と
、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の基端部側と連通した基端部側開口部と
、
　前記フィルタ部材が前記フィルタケースから取り外された時に前記先端部側開口部を大
気に対して閉鎖して、前記先端部側開口部において前記吸引管路内の圧力を大気圧から遮
断する閉鎖手段と、
　を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項４】
　体内に挿入される挿入部と、吸引装置に接続される接続部と、を有する内視鏡において
、
　前記内視鏡に設けられ、前記挿入部の先端部で開口する先端開口部と、前記吸引装置と
接続される基端部と、を有する吸引管路と、
　前記吸引管路上に設けられたフィルタケースと、
　前記フィルタケース内に着脱自在に装着され、前記先端開口部から吸引された組織を回
収するためのフィルタ部材と、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の先端部側と連通した先端部側開口部と
、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の基端部側と連通した基端部側開口部と
、
　前記フィルタ部材が前記フィルタケースから取り外された時に前記基端部側開口部を大
気に対して閉鎖して、前記基端部側開口部において前記吸引管路内の圧力を大気圧から遮
断する閉鎖手段と、
　を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項５】
　前記閉鎖手段は、
　前記先端部側開口部と前記基端部側開口部とを大気に対して閉鎖し、前記先端部側開口
部と基端部側開口部とを連通することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記閉鎖手段は、
　前記フィルタケース内にスライド自在に設けられ、
　前記フィルタ部材を着脱自在に取り付けるフィルタ部材取付部を有することを特徴とす
る請求項３または４に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記フィルタケースは、
　前記フィルタ部材を前記フィルタケースの外部に取り外すためのフィルタ部材着脱用開
口部を有し、
　前記フィルタ部材着脱用開口部は、前記フィルタケース内に開口し、吸引管と連通する
開口部を大気に対して閉鎖する位置に前記閉鎖手段を係止する係止部を有し、
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　前記フィルタ部材から前記閉鎖手段を分離させる第１の力量は、前記フィルタ着脱用開
口部の前記係止部に前記閉鎖手段を係止する第２の力量よりも小さいことを特徴とする請
求項６に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記フィルタケースは、
　前記吸引管と連通する開口部を閉鎖する位置に前記閉鎖手段を付勢する付勢手段を有す
ることを特徴とする請求項３または４に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記フィルタケースは、
　前記吸引管路の開口部が大気に対して閉鎖される位置に前記閉鎖手段を係止する係止手
段を有し、
　前記フィルタケース若しくは前記フィルタ部材の少なくとも一方は、
　前記閉鎖手段が前記吸引管路の開口部を大気に対して閉鎖する位置にある時、前記吸引
管路と大気との気密を保つシール部を有することを特徴とする請求項３または４に記載の
内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体腔内に挿入して内視鏡検査と共に、組織を回収する機能を備えた内視鏡に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、挿入部を挿入することにより検査対象部位を光学的に観察することができる内視
鏡は、医療用分野などにおいて広く用いられるようになった。　
　医療用分野においては、挿入部を体腔内に挿入して、挿入部の先端部に設けた照明光学
系及び観察光学系により、患部等の検査対象部位を光学的に観察する内視鏡検査に利用さ
れる。　
　また、内視鏡検査においては、必要に応じてチャンネル（管路）内に処置具を挿通して
、検査対象部位の組織を切除し、切除した組織を体外に回収して病理検査を行う場合もあ
る。
【０００３】
　切除した組織を体外に回収する場合、処置具とともに（内視鏡）挿入部を体外に抜去す
る方法もあるが、挿入部を抜去及び再挿入する操作は手間及び時間がかかる場合がある。
　このため、例えば実開昭６２ー７４８０４号公報の従来例には、内視鏡の処置具挿入口
と吸引管路との連結部に組織回収用のフィルタ（網籠）を配置して、吸引ポンプによる吸
引により、このフィルタ部分に管路内を通したポリープ等の組織をフィルタで捕捉する構
成が開示されている。　
　また、このフィルタの外側は、連結部の開口を覆うキャップで覆われており、このキャ
ップを取り外すことによりフィルタを着脱することができる。
【特許文献１】実開昭６２ー７４８０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来例は、内視鏡検査中において、上記フィルタを内視鏡から取り
外す際には、体液等の逆流を防止するために、吸引操作により体腔内圧を一旦下げた後に
フィルタを取り外す必要がある。　
　つまり、この従来例では、フィルタを取り外すのに手間がかかり、内視鏡検査時間が長
くなってしまう欠点がある。
【０００５】
（発明の目的）



(4) JP 4794973 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

　本発明は、上述した点に鑑みてなされたもので、内視鏡検査中において、組織回収用の
フィルタ部材を着脱するに際して、体液等が逆流することを防止できる内視鏡を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の内視鏡は、吸引管路の途中に吸引切替弁を設けた内視鏡において、
　吸引切替弁よりも先端側の吸引管路の途中に装着される組織回収用のフィルタ部材と、
　前記フィルタ部材を内視鏡から取り外す際に、少なくとも前記フィルタ部材よりも先端
側の前記吸引管路側開口が前記内視鏡外部に開口することを規制して着脱自在となる着脱
機構と、
　を具備し、
　前記着脱機構は、前記フィルタ部材が、該フィルタ部材より先端側の吸引管路と連通す
る状態においては、前記フィルタ部材の取り外しを規制する規制手段を具備することを特
徴とする。
　本発明の第２の内視鏡は、吸引管路の途中に吸引切替弁を設けた内視鏡において、
　吸引切替弁よりも先端側の吸引管路の途中に装着される組織回収用のフィルタ部材と、
　前記フィルタ部材を内視鏡から取り外す際に、少なくとも前記フィルタ部材よりも先端
側の前記吸引管路側開口が前記内視鏡外部に開口することを規制して着脱自在となる着脱
機構と、
　を具備し、
　前記着脱機構は、前記フィルタ部材が取り外される際に、前記フィルタ部材よりも先端
側の前記吸引管路側を閉塞する管路閉塞手段と、
　前記管路閉塞手段による閉塞の動作に連動して前記フィルタ部材の取り外しの規制を解
除する規制解除手段と、
　を具備することを特徴とする。
　本発明の第３の内視鏡は、体内に挿入される挿入部と、吸引装置に接続される接続部と
、を有する内視鏡において、
　前記内視鏡に設けられ、前記挿入部の先端部で開口する先端開口部と、前記吸引装置と
接続される基端部と、を有する吸引管路と、
　前記吸引管路上に設けられたフィルタケースと、
　前記フィルタケース内に着脱自在に装着され、前記先端開口部から吸引された組織を回
収するためのフィルタ部材と、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の先端部側と連通した先端部側開口部と
、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の基端部側と連通した基端部側開口部と
、
　前記フィルタ部材が前記フィルタケースから取り外された時に前記先端部側開口部を大
気に対して閉鎖して、前記先端部側開口部において前記吸引管路内の圧力を大気圧から遮
断する閉鎖手段と、
　を有することを特徴とする。
　本発明の第４の内視鏡は、体内に挿入される挿入部と、吸引装置に接続される接続部と
、を有する内視鏡において、
　前記内視鏡に設けられ、前記挿入部の先端部で開口する先端開口部と、前記吸引装置と
接続される基端部と、を有する吸引管路と、
　前記吸引管路上に設けられたフィルタケースと、
　前記フィルタケース内に着脱自在に装着され、前記先端開口部から吸引された組織を回
収するためのフィルタ部材と、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の先端部側と連通した先端部側開口部と
、
　前記フィルタケースに設けられ、前記吸引管路の基端部側と連通した基端部側開口部と
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、
　前記フィルタ部材が前記フィルタケースから取り外された時に前記基端部側開口部を大
気に対して閉鎖して、前記基端部側開口部において前記吸引管路内の圧力を大気圧から遮
断する閉鎖手段と、
　を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、内視鏡検査中において、組織回収用のフィルタ部材を着脱するに際し
て、体液等が逆流することを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。　
【実施例１】
【０００９】
　図１ないし図８を参照して本発明の実施例１を説明する。　
　図１に示すように、内視鏡装置１は、撮像手段を内蔵した実施例１の電子内視鏡（以下
、単に内視鏡と略記）２と、この内視鏡２に照明光を供給する光源装置３と、内視鏡２か
ら出力される撮像信号を信号処理する信号処理装置４と、この信号処理装置４から出力さ
れる映像信号を画面上に表示するカラーモニタ５と、吸引の動作を行う吸引ポンプ６ａを
内蔵した吸引装置６とから構成されている。　
　内視鏡２は、細長の挿入部７と、この挿入部７の後端側に連設された太幅の操作部８と
、この操作部８の側部から延設されたユニバーサルケーブル９とを備え、ユニバーサルケ
ーブル９の端部にはコネクタ１０が設けられており、このコネクタ１０は光源装置３に着
脱自在で接続される。
【００１０】
　また、このコネクタ１０には、ユニバーサルケーブル９内に挿通された後述する吸引側
管路３２の手元側後端となる吸引コネクタ（吸引口金）１０ａが設けてあり、この吸引コ
ネクタ１０ａは吸引チューブ６ｂを介して吸引装置６に接続される。　
　挿入部７は、先端側から硬質の先端部１１と、この先端部１１の後端に形成され、湾曲
自在の湾曲部１２と、この湾曲部１２の後端に形成され、長尺で可撓性を有する軟性部（
可撓部）１３とからなり、この軟性部１３の後端は、操作部８の前端に連結されている。
この軟性部１３の後端外周にはテーパ形状にした折れ止め部１４が設けてある。　
　挿入部７、操作部８、ユニバーサルケーブル９内には、可撓生を有し、照明光を伝送す
る機能を有するファイバ束からなるライトガイド１５が挿通され、コネクタ１０から突出
するライトガイドコネクタを光源装置３に接続することにより、光源装置３内の図示しな
いランプからの照明光がライトガイドコネクタの端面に供給される。
【００１１】
　このライトガイド１５によって伝送された照明光は、先端部１１の照明窓に固定された
先端面から前方に出射され、患部等の被写体を照明する。照明された被写体は照明窓に隣
接して先端部１１に設けられた観察窓に取り付けた対物レンズ１６によりその結像位置に
光学像を結ぶ。この結像位置には光電変換する機能を備えた撮像素子として電荷結合素子
（ＣＣＤと略記）１７が配置され、光学像を電気信号に変換する。　
　このＣＣＤ１７は、信号ケーブル１８の一端と接続され、この信号ケーブル１８は、挿
入部７内等を挿通されてその後端は、コネクタ１０の電気コネクタ１９に接続される。こ
の電気コネクタ１９は、外部ケーブル２０を介して信号処理装置４に接続される。
【００１２】
　この信号処理装置４内にはドライブ回路２１が設けてあり、このドライブ回路２１から
出力されるＣＣＤドライブ信号は、ＣＣＤ１７に印加される。ＣＣＤ１７は、ＣＣＤドラ
イブ信号が印加されることにより、光電変換された撮像信号を出力し、この撮像信号は、
信号処理装置４内の信号処理回路２２に入力される。そして、この撮像信号は、信号処理
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回路２２により信号処理されて、標準的な映像信号に変換される。この標準的な映像信号
は、カラーモニタ５に入力され、内視鏡画像表示領域５ａにＣＣＤ１７により撮像された
内視鏡画像がカラー表示される。　
　先端部１１に隣接して設けられた湾曲部１２は、リング形状の多数の湾曲駒２４が、隣
接する湾曲駒２４と上下、左右に対応する位置でリベット等で互いに回動自在に連結して
構成され、最先端の湾曲駒２４或いは先端部１１に固着された湾曲ワイヤ２５の後端は、
操作部８内のスプロケット２６に連結され、このスプロケット２６の軸には湾曲操作を行
う湾曲操作ノブ２７が取り付けられている（図１では簡単化のため、上下、或いは左右方
向のみの湾曲機構の概略を示す）。
【００１３】
　そして、この湾曲操作ノブ２７を回動する操作を行うことにより、上下方向或いは左右
方向に沿って配置した１対の湾曲ワイヤ２５の一方を牽引、他方を弛緩させて牽引した湾
曲ワイヤ２５側に湾曲部１２を湾曲させることができるようにしている。　
　操作部８には、湾曲操作ノブ２７が設けられた位置より前方側に把持部２８が設けられ
、術者は把持部２８を把持した片方の手（の把持に使用していない親指等の指）で湾曲操
作ノブ２７の操作等を行うことができるようになっている。　
　また、挿入部７内に設けられた処置具側管路３０の後端側は、把持部２８の前端付近に
設けた処置具挿入部３１において、ユニバーサルケーブル９側から操作部８を経て前方側
に延出された吸引側管路３２の先端側と略平行に配置され、両開口端が分離（分断）され
た管路分離部３３が形成されている。
【００１４】
　そしてこの管路分離部３３を形成した処置具挿入部３１には、処置具の挿入を可能とす
ると共に、挿入されない場合には閉塞状態に保持する鉗子栓の機能と、組織回収のフィル
タ機能とを備えたフィルタユニット３４が着脱自在に装着される。　
　このように本実施例の内視鏡２においては、挿入部７内には、処置具を挿通するための
処置具側管路３０が形成されており、この処置具側管路３０は、挿入部７の後端付近に設
けられた処置具挿入部３１内部において、斜め後方側に延出され、その後端は、処置具側
口金３５の（処置具側口金）開口部３５ａとして開口する。　
　この処置具側口金３５の開口部３５ａ（図２、図５等参照）には、フィルタユニット３
４における処置具用栓部（鉗子栓部と略記）４１（図４、図５等参照）が装着され、この
鉗子栓部４１の後端側から処置具が挿入される。
【００１５】
　また、管路分離部３３には、操作部８側から延びる吸引側管路３２の先端側部分が処置
具側管路３０の後端側と略平行に配置され、処置具側口金３５に隣接してその先端の吸引
側口金３６の（吸引側口金）開口部３６ａ（図３、図５等参照）が開口している。　
　この吸引側口金３６の開口部３６ａには、フィルタユニット３４における組織回収用の
フィルタ部４２（図３，図５等参照）が装着される。　
　なお、図１は、管路分離部３３及びフィルタユニット３４の概略を示すものであり、図
１においては、紙面内に処置具側口金３５と吸引側口金３６とを隣接して示しているが、
実際には、図１の紙面に垂直な方向に隣接して形成されている（図５、図６参照）。　
　また、操作部８における側面には、この操作部８内に挿通された吸引側管路３２の途中
部分に配置され、吸引しない状態（吸引ＯＦＦ状態と略記）と吸引状態（吸引ＯＮ状態と
略記）とを切り替える吸引切替弁３７が設けてある。
【００１６】
　この吸引切替弁３７は、操作部８の側面に設けた筒体内に内筒３８をスライド自在に配
置して形成されている。この筒体における底面の開口には、吸引装置６に接続されるユニ
バーサルケーブル９側から延出された吸引側管路３２の先端が連結され、またこの筒体の
側面の開口には処置具挿入部３１側から後方に延びる吸引側管路３２の後端が連結されて
いる。　
　また、内筒３８は、その内側部分がユニバーサルケーブル９側から延出された吸引側管
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路３２と連通して、吸引切替弁３７が操作されない吸引ＯＦＦ状態の場合には、内筒３８
の上端側の側部に設けた開口部３８ａにより外部に連通している。　
　従って、吸引動作状態に設定されている吸引ポンプ６ａは、吸引切替弁３７が吸引ＯＦ
Ｆ状態の場合には、開口部３８ａから空気を取り込むのみで、この吸引切替弁３７より先
端側の吸引側管路３２を通しての吸引動作は行わない。
【００１７】
　ユーザが、この吸引切替弁３７を、図示しないバネの弾性力に抗して押圧して筒体の底
部側に押し込む操作を行うことにより、上記開口部３８ａは、外部に連通する状態から処
置具挿入部３１側から延びる吸引側管路３２の後端と連通する状態に切り替えられる。　
　この状態では、吸引状態に設定されている吸引ポンプ６ａにより、吸引切替弁３７より
先端側の吸引側管路３２を通して吸引動作を行う状態になる。このように吸引切替弁３７
を操作することにより、吸引ＯＮ／ＯＦＦ状態を切り替えられるようにしている。　
　次に図２ないし図７を参照して、本実施例における処置具挿入部３１の周辺部の構成及
びこの開口端に着脱自在に装着されるフィルタユニット３４の構成を詳細に説明する。
【００１８】
　図２は、処置具挿入部３１における処置具側口金３５に沿った縦断面による内部構造を
示し、図３は処置具挿入部３１における吸引側口金３６に沿った縦断面による内部構造を
示し、図４は図２のＡ矢視方向から見たフィルタユニット３４周辺部を一部を断面として
示し、図５は、図２のＢ－Ｂ断面により処置具側口金３５及び吸引側口金３６周辺部の断
面構造を示し、図６は組み付けた状態のフィルタユニット３４を示し、図７は分解した状
態のフィルタユニット３４を示す。　
　なお、図４は組織の回収を行わない状態に設定した状態で示し、図５は組織を回収する
状態に設定した状態での断面を示す。
【００１９】
　図２に示すように挿入部７側から把持部２８内に延出され、処置具が挿通される管路（
チャンネル）の機能と、吸引により流体や組織等が通る吸引管路の機能を持つ処置具側管
路３０を形成する処置具挿通チューブ４４の後端は、接続口金４５を介して屈曲された処
置具側パイプ４６の先端と水密及び気密的に接続されている。　
　この処置具側パイプ４６の後端側は、操作部８の外装部材４７内に設けられたフレーム
４８の上面に設けた開口部付近において、固定部材４９により固定されている。この固定
部材４９は、その先端部分がねじ５０によりフレーム４８に固定され、この固定部材４９
の後端側に形成された筒部４９ａ内に処置具側パイプ４６の後端が嵌入して固定されてい
る。
【００２０】
　また、この処置具側パイプ４６の後端が固定されたこの筒部４９ａには、処置具挿入部
３１の外装部材３１ａ内に直管状に配置された処置具側口金３５の先端がゴム製のパッキ
ン５１を介装して水密及び気密的に連結されている。　
　この処置具側口金３５は、挿入部７の軸方向から斜め後方側に向けて配置され、この処
置具側口金３５の後端外周は、外装部材３１ａとの間に配置した固定用の樹脂部材５２を
介して外装部材３１ａに固定される。　
　この樹脂部材５２は、外装部材３１ａの内面に嵌合し、この樹脂部材５２の外周及び内
周の凹部には水密及び気密用のＯリング５３，５４が配置される。そして、処置具側口金
３５の後端外周面の雄ねじ部に螺合するナット５５により、水密及び気密的に固定される
。なお、ナット５５の上端面はゴムカバー５６で覆われている。
【００２１】
　処置具側口金３５の後端部は、処置具挿入部３１の外装部材３１ａの斜め後方側に突出
する端面から若干突出し、その後端の処置具側口金開口部３５ａで開口している。　
　図２に示すこの処置具側口金３５における紙面に垂直な上方向には、この処置具側口金
３５に隣接して図３及び図５に示すように吸引側管路３２の先端側が処置具挿入部３１内
に設けられている。　



(8) JP 4794973 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

　操作部８側の吸引側管路３２を構成する吸引側管路用チューブは、屈曲された吸引側パ
イプ６１の後端に接続口金６２を介して水密及び気密的に連結される。　
　この屈曲された吸引側パイプ６１も、固定部材５９の後端側に形成された筒部５９ｂ内
に吸引側パイプ６１の先端を嵌入して固定されている。
【００２２】
　また、この吸引側パイプ６１の先端が固定されたこの筒部４９ｂには、処置具挿入部３
１の外装部材３１ａ内に配置された吸引側口金３６の後端がゴム製のパッキン６４を介装
して水密及び気密的に連結されている。　
　この吸引側口金３６の先端側は、上述した樹脂部材５２を介して外装部材３１ａに固定
される。この吸引側口金３６の先端側部分の外周面に設けた凹部には、水密及び気密用の
Ｏリング６５が配置されている。なお、樹脂部材５２の外周面は、前述したＯリング５３
により水密及び気密が保持される。　
　この吸引側口金３６の先端側の外周面には雄ねじ部が設けてあり、ナット６６による螺
合により、樹脂部材５２の段差部を押圧して外装部材３１ａに固定している。このナット
６６の上端面は、ゴムカバー６７で覆われている。
【００２３】
　この吸引側口金３６における先端側の内周面は、段差状に拡径にされた拡径部が形成さ
れており、この拡径部には、フィルタユニット３４におけるフィルタケース６８の基端の
小径円筒部６８ａが挿入されて着脱自在に装着される。　
　この小径円筒部６８ａの外周面には周溝が設けてあり、この周溝にはパッキン６９が収
納されている。　
　次にこのフィルタユニット３４の構造及びこのフィルタユニット３４が装着された場合
の処置具挿入部３１付近の構成を説明する。　
　図５に示すように処置具挿入部３１の後端面から突出する処置具側口金３５の開口部３
５ａにはフィルタユニット３４の鉗子栓部４１を構成する略筒体形状の鉗子栓部本体７１
の基端の装着部が着脱自在に装着される。
【００２４】
　この鉗子栓部本体７１は、後端付近には小さく開口する小径開口部７１ａが設けられて
おり、その後端には鉗子栓７２が着脱自在に装着される。　
　この鉗子栓７２は、半球形状の凹部を設けて処置具を挿入する処置具挿入口７２ａが形
成され、この半球形状の凹部を覆う薄肉部の中央には切り込み７２ｂが設けてあり、通常
は閉塞状態を保持し、外部から処置具が押圧するように挿入することにより、切り込み７
２ｂが開口する逆止弁のような機能を持つ。　
　また、この筒体形状の鉗子栓部本体７１における軸方向の中央付近には、この軸方向と
直交する方向に貫通する貫通孔が設けてあり、一方の側方からフィルタケース６８におけ
る側方に延出した筒体部６８ｂが挿入されて、この筒体部６８ｂ部分が、貫通孔内に装着
されている。
【００２５】
　なお、この筒体部６８ｂの外周には、鉗子栓７２に接続されたリング７４が遊嵌され、
鉗子栓７２が、鉗子栓部本体７１から取り外された場合にもリング７４によりこの筒体部
６８ｂ周辺に保持できるようにしている。　
　また、この貫通孔には、他方の側方から管路切替ノブ７５の基端側の筒体部７５ａが上
記筒体部６８ｂの内側に嵌入された状態で回転自在に装着される。なお、この管路切替ノ
ブ７５における鉗子栓部本体７１に嵌入される入り口付近の位置においてパッキン７６に
よりシールされている。　
　この管路切替ノブ７５には、筒体部７５ａの後端付近の位置において、その軸方向に直
交する方向に貫通孔が設けてあり、図５に示す装着状態においては、この貫通孔は、処置
具挿入口７２ａと処置具側口金開口部３５ａとの間を連通する処置具挿入管路７５ｂの機
能を持つ。
【００２６】
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　なお、この管路切替ノブ７５を図５の状態から９０度回転した場合には、この管路切替
ノブ７５の貫通孔による処置具挿入管路７５ｂは、鉗子栓部本体７１の内壁面により閉塞
され、処置具側口金開口部３５ａは、この回転された管路切替ノブ７５により処置具挿入
口７２ａ及び以下に説明するフィルタ側管路７５ｅとを遮断する状態となる。　
　図５に示したように連通した状態においては、処置具挿入口７２ａから図示しない処置
具を挿入することにより、この貫通孔による処置具挿入管路７５ｂ、処置具側口金３５、
処置具側パイプ４６を経て処置具挿通チューブ４４側に処置具の先端側を挿通することが
できる。　
　また、この連通した状態においては、処置具側口金３５は、この処置具挿入管路７５ｂ
を経て筒体部７５ａの内側により形成されるフィルタ側管路７５ｅと連通すると共に、こ
のフィルタ側管路７５ｅに連通するフィルタ部４２内を通って吸引側口金３６側とも連通
する。
【００２７】
　フィルタ部４２のフィルタケース６８には、その後端側開口からフィルタ７７ａを取り
付けたフィルタ本体７７が回動自在かつ着脱自在に装着される。このフィルタ本体７７に
は、例えば正方格子状（網目状）に小さな開口を形成してポリープ片等の組織回収を行う
フィルタ７７ａが一体的に設られている。　
　このフィルタ７７ａのフィルタ面は、円筒状のフィルタケース６８の軸方向と平行に配
置され、フィルタ側管路７５ｅの端部のフィルタ側開口部７５ｃに対向するように配置さ
れる。　
　また、このフィルタ面は、その底部に設けた略円板形状の底面７７ｂを設けて、このフ
ィルタケース６８内に回収した組織を収納する組織収納室（組織回収室）６８ｃを形成し
ている。なお、フィルタ面は、円筒状のフィルタケース６８の中心軸から偏心した位置に
設けてあり、図５に示す回動位置において、大きなスペースの組織収納室６８ｃが形成さ
れる。
【００２８】
　つまり、図５に示した連通した状態では、フィルタユニット３４におけるフィルタ部４
２を組織回収を行う回動位置に設定した状態で示している。　
　この状態では、フィルタ側管路７５ｅに対向する組織収納室６８ｃの容積が大きくなる
ようにしている。　
　なお、フィルタ部４２のフィルタケース６８は、外から内部のフィルタ７７ａや回収（
収納）された組織を視認し易いように透明な部材で形成され、かつフィルタ７７ａも体内
組織の通常の色と区別し易い、例えば青系統の色に着色してある。　
　また、フィルタケース６８を洗浄液中等で洗浄する場合、洗浄液中にあることが視認し
易いようにその一部に無色以外の着色部を形成したり、着色されている部材が設けてある
（例えば小径円筒部６８ａの外周面に設けたパッキン６９を黒色等にしたものでも良い）
。
【００２９】
　上記フィルタ本体７７には、フィルタ７７ａを設けた位置より後端側の外周面には、周
溝を設けてシール用のＯリング７８が収納されている。また、このフィルタ本体７７の後
端に設けたフィルタ位置切替ノブ７７ｃは、フィルタケース６８の開口端より突出し、着
脱操作や回動操作を行い易くしている。　
　なお、図５に示すように、連通する状態においては、フィルタ側管路７５ｅの端部のフ
ィルタ側開口部７５ｃの周縁部の一部（図５においては下端）がフィルタケース６８の内
部に突出するようにして、フィルタケース６８からフィルタ本体７７が取り外されるのを
規制する（取り外し規制手段となる）抜け止め端部７５ｄが形成されている。　
　この状態から管路切替ノブ７５を９０度回転することにより、抜け止め端部７５ｄは、
フィルタケース６８内に突出する状態から筒体部６８ｂ内に退避した状態となり、フィル
タケース６８からフィルタ本体７７を取り外すことができるようになる。つまり、管路切
替ノブ７５の回動操作により、取り外し規制を行ったり、取り外し規制を解除できるよう
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にしている。
【００３０】
　また、実施例においては、図５に示す連通状態のフィルタ位置からフィルタ位置切替ノ
ブ７７ｃを略９０度程度回転して、図４に示すように、組織を回収しない位置に設定する
ことにより、フィルタ７７ａを通さないで吸引することができるようにしている。　
　つまり、図４に示すように、フィルタケース６８に設けた三角のマーク６８ｄの位置に
、フィルタ本体７７に設けた三角のマーク７７ｆの位置を合わせて組織を回収しないＯＦ
Ｆの位置に設定すると、図７において、略円板形状の底面７７ｂに示した（Ｌ字形状の）
切り欠き７７ｄが、フィルタ側管路７５ｅに近い位置に形成できるようにしている。　
　なお、図８（Ａ）及び図８（Ｂ）により、組織を回収しない状態でのフィルタ７７ａの
位置と、組織を回収する状態でのフィルタ７７ａの位置との概略図を示している。　
　そして、吸引状態にした場合には、この切り欠き７７ｄを経て吸引された体液等をフィ
ルタ７７ａを通すことなく吸引側口金３６側に導くことができるようにしている。
【００３１】
　なお、フィルタ本体７７には、図６及び図７に示すようにフィルタ７７ａを回収位置に
設定するガイド用のＯＮ及びその回転方向を示すラベルが設けてあり、術者は、このフィ
ルタ本体７７のフィルタ位置切替ノブ７７ｃを、ＯＮのラベルに沿った方向に回動して回
動が規制される位置まで回動することにより、図５に示した組織回収を行うフィルタ位置
に設定できるようにしている。　
　また、フィルタユニット３４は、図７に示す分解状態において、鉗子栓部本体７１の右
側からフィルタケース６８における（鉗子栓７２のリング７４が遊嵌された）筒体部６８
ｂが挿入して装着された後、左側から管路切替ノブ７５の筒体部７５ａが挿入されてこの
筒体部６８ｂの内側に装着される。
【００３２】
　また、この鉗子栓部本体７１の後端から鉗子栓７２が装着される。また、フィルタケー
ス６８の後端の開口部には、フィルタ本体７７が装着されて図６に示すフィルタユニット
３４のように一体的に組み立てることができる。　
　そして、この組み立てられたフィルタユニット３４におけるフィルタ部４２の基端の小
径円筒部６８ａを吸引側口金３６の開口部３６ａに嵌挿し、また鉗子栓部４１を基端をそ
の弾性を利用して処置具側口金３５の先端の開口部３５ａに被せるように作業を行うこと
により、フィルタユニット３４を図４に示すように着脱自在に装着することができる。　
　このような構成による本実施例においては、内視鏡２の操作部８の吸引切替弁３７より
も先端側の吸引に使用される吸引管路（この吸引管路は、処置具側管路３０と吸引側管路
３２を総称するものである）の途中に、組織回収用のフィルタユニット３４を着脱自在に
設けていることが特徴となっている。　
　また、本実施例では、組織回収用のフィルタユニット３４を装着して吸引動作により組
織を吸引することができる状態に設定した場合には、管路切替ノブ７５の先端の抜け止め
端部７５ｄにより、フィルタ本体７７が取り外されるのを規制する取り外し規制機構を形
成している。
【００３３】
　そして、この状態から管路切替ノブ７５を９０度回転することにより、組織収納室６８
ｃよりも先端側の管路、具体的には処置具側口金３５の後端の開口部３５ａを閉塞すると
共に、上記取り外し規制を解除して、フィルタ本体７７の取り外しができる着脱機構を形
成していることも特徴となっている。　
　つまり、吸引動作により組織を回収できる状態から、管路切替ノブ７５を９０度回転す
ることにより、組織収納室６８ｃよりも先端側の管路、具体的にはフィルタ側管路７５ｅ
が閉塞される。この閉塞によりフィルタ本体７７を取り外しする際に処置具側管路３０が
外部に開口（大気開放）する状態になるのを防止できるようにしている。そして、この閉
塞により、内視鏡検査中においても、フィルタ本体７７を取り外す前に吸引を行って体腔
内圧を低下させる作業を不要にして、フィルタ本体７７の着脱を簡単に行えるようにして
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いる。
【００３４】
　このような構成による本実施例の作用を説明する。　
　図１に示すように内視鏡２の処置具挿入部３１にフィルタユニット３４を装着して、術
者は、この内視鏡２を患者の体腔内に挿入する。　
　そして、術者は、挿入部７の先端部１１に設けた撮像手段により、患部等の検査対象部
位を観察視野内に入れ、撮像された画像をカラーモニタ５により観察できる状態に設定す
る。　
　そして、術者は、患部のポリープ等の組織を採取して病理検査しようと思う場合には、
フィルタユニット３４における処置具挿入口７２ａから切除用の処置具の先端側を挿入す
る。そして、ポリープ等の組織を切除する。
【００３５】
　切除した組織を回収して検査を終了する場合には、そのまま内視鏡２の先端から突出し
た処置具を組織を把持したまま、内視鏡２を体内から抜去すれば良いが、切除した組織を
回収後も、検査を継続して行う場合には、処置具を処置具側管路３０から抜去する。　
　そして、吸引切替弁３７を操作して吸引状態にする場合には、フィルタ本体７７のフィ
ルタ７７ａが図５に示すように組織回収を行う位置に設定しておく。　
　すると、挿入部７の長手方向に設けられた処置具側管路３０における先端開口から切除
された組織を処置具側管路３０内に吸引することができる。　
　吸引された組織は、フィルタ部４２の組織収納室６８ｃに収納することができる。この
場合、体液等は、フィルタ７７ａの小さな孔を通して吸引ポンプ６ａ側に導かれ、図示し
ない吸引トラップ容器等に収納することができる。
【００３６】
　吸引切替弁３７を操作して、組織収納室６８ｃ内に組織を回収できた場合には、図５に
示す状態から管路切替ノブ７５を９０度回動して、処置具側口金３５の開口部３５ａを閉
塞した状態にする。　
　処置具側口金３５の開口部３５ａを閉塞した状態にすることにより、この部分よりも後
方側となるフィルタ側管路７５ｅが閉塞されるので、フィルタケース６８からフィルタ７
７ａを一体的に取り付けたフィルタ本体７７を（体腔内圧を下げる作業を不要として）簡
単に取り外すことができる状態になる。
【００３７】
　従って、フィルタ本体７７をフィルタケース６８から取り外すことにより、フィルタ７
７ａ付近に付着した組織を、病理検査に使用することができる。また、新しいフィルタ本
体７７をフィルタケース６８に装着して、さらに組織の採取（回収）を行うことも簡単に
できる。　
　なお、組織収納室６８ｃ内に組織を回収できる状態においては、管路切替ノブ７５の先
端の抜け止め端部７５ｄにより、フィルタケース６８からフィルタ本体７７が取り外され
るのを規制（する規制手段を形成）しているので、この状態において誤ってフィルタケー
ス６８からフィルタ本体７７が取り外されるのを有効に防止できる。　
　また、本実施例では、フィルタ本体７７のフィルタ位置切替ノブ７７ｃに設けた三角の
マーク７７ｆの位置を、組織を回収しないＯＦＦの位置に設定することにより、フィルタ
７７ａを通さないで、吸引した体液等の吸引物を吸引側管路３２を経て吸引ポンプ６ａ側
に排出できるようにしている。
【００３８】
　この場合、本実施例におけるフィルタ部４２におけるＯＦＦ状態での内部形状は、おお
よそ図８（Ａ）に示すようになっている。　
　処置具側管路３０における先端開口の内径をΦとした場合、それよりも後方側の処置具
側管路３０及び吸引側管路３２の内径は、この内径Φと同等以上に設定してあり、処置具
側管路３０内に吸引により収納された組織が管路途中で詰まったりするのを防止するよう
にしている。　
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　また、フィルタ部４２内においても、図８（Ａ）に示すように吸引された組織の通路部
分における最小の断面積がこの内径Φによる断面積以上に設定してある。
【００３９】
　つまり、図８（Ａ）に示すようにフィルタ側管路７５ｅの内径は、Φ以上に設定してあ
り、このフィルタ側管路７５ｅ内に例えばΦの球Ｂを通した場合、吸引動作によりこの球
Ｂは２点鎖線で示すようにこの球Ｂの断面線よりも大きく設定してある切り欠き７７ｄ等
を通って、小径円筒部６８ａを経て吸引側口金３６側にスムーズに移動させることができ
る。　
　なお、図８（Ａ）では、組織を回収しないＯＦＦの位置であることを模式的に示してい
る。また、図８（Ｂ）は、組織を回収するＯＮの位置であることを示すマークを符号７７
ｅで模式的に示している。このように、組織を回収するＯＮの位置であることを示すマー
ク７７ｅその他の標識等を設けるようにしても良い。
【００４０】
　なお、本実施例においては、図８（Ａ）に示すようにフィルタ部４２内では段差状の通
路が形成されるようにしているが、図８（Ｃ）に示す変形例のようにＬ字形状の通路を形
成した場合にも、その通路内における最小の断面線は、内径Φによる断面積以上に設定す
れば良い。　
　なお、図８（Ｃ）に示すように底面側でも組織を回収するフィルタ７７ａ′を形成した
ものにしても良い。　
　このように本実施例によれば、処置具を挿入する処置具挿入部３１付近、つまり、吸引
切替弁３７よりも先端側の位置に組織回収手段となるフィルタ部４２を着脱に設けている
。
【００４１】
　この場合、管路切替ノブ７５を操作することにより、フィルタ本体７７をよりも先端側
の吸引に使用される管路を閉塞する（外部に開口するのを防止する）ことができると共に
、フィルタ本体７７が取り外し可能な状態に設定できる（つまり、フィルタ本体７７の取
り外し規制を解除できる）ようにしているので、簡単な作業で、フィルタ本体７７を内視
鏡２（に着脱自在のフィルタユニット３４のフィルタケース６８）から取り外してフィル
タ本体７７内に収納された組織を病理検査に使用することができる。　
　また、吸引切替弁３７よりも先端側にフィルタ部４２を配置しているので、吸引切替弁
３７付近における狭窄部や屈曲部の影響を受けることも解消できる。　
　つまり、吸引切替弁３７付近で組織の通過性が低下したりして回収に時間がかかること
を解消できると共に、組織が変形したり損傷する可能性も解消できる。
【００４２】
　また、本実施例によれば、フィルタ本体７７をフィルタケース６８に装着した状態にお
いて、フィルタ本体７７のフィルタ位置切替ノブ７７ｃを回転することにより、組織を回
収する状態の位置と組織を回収しない状態の位置とに簡単に切り替えられる。　
　従って、組織を回収しない状態に設定できるので、フィルタ７７ａにより意図しない組
織を不用意に回収することを防止できる。　
　また、本実施例によれば、フィルタ本体７７を装着した状態においても、処置具を挿通
して処置具による処置を行うこともできる。
【実施例２】
【００４３】
　次に本発明の実施例２を図９から図１１を参照して説明する。図９は実施例２の内視鏡
におけるフィルタ部が設けられた操作部周辺部を示し、図１０はフィルタ部の構成を分解
して示し、図１１（Ａ）はフィルタを取り付けない未装着状態でのフィルタ部の内部構成
を示し、図１１（Ｂ）は図１１（Ａ）のＣ－Ｃ断面を示し、図１１（Ｃ）は図１１（Ａ）
におけるフィルタを装着した状態でのＣ－Ｃ断面を示す。　
　図９に示すように、本実施例の内視鏡２Ｂは、実施例１の内視鏡２における処置具挿入
部３１において、管路分離部３３を形成しないで、処置具側パイプ４６部分に分岐部を設
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け、分岐させた一方を処置具側口金３５に連結し、他方を略直管形状にした吸引側パイプ
６１に連結した構造にしている。　
　従って、本実施例では、処置具挿入部３１の処置具側口金３５の後端の開口部３５ａは
、通常の鉗子栓が着脱自在に装着される構造の処置具挿入口としての機能を持つ。
【００４４】
　また、この吸引側パイプ６１の途中に、組織回収を行うフィルタ部８０を設けている。
　このフィルタ部８０は、操作部８の側部に設けた凹部内に吸引側パイプ６１に連結され
たフィルタケース８１を設け、このフィルタケース８１内に、図１０に示すようにフィル
タ本体８２を着脱自在で装着できるようにしている。　
　なお、フィルタケース８１の両側に接続された吸引側パイプ６１におけるその先端側部
分を先端側吸引側管路６１ａ、後端側部分を後端側吸引側管路を６１ｂとして説明する。
　図示のように有底の円筒状のフィルタケース８１には、この図１０の右側に示すように
内筒８３が回動自在に収納され、この内筒８３に対して、図１０の下方に示すフィルタ本
体８２が取り外し（交換）自在に装着される。
【００４５】
　フィルタケース８１の内周面の上端付近には、略Ｌ字形状のガイド溝（切り欠き）８１
ａが設けてあり、この内側に収納される内筒８３の上方からフィルタ本体８２を装着する
場合、このフィルタ本体８２の上面の円板状の蓋８２ａの周縁部分の１箇所に設けた突起
８２ｂをガイド溝８１ａに、はめこむことができるようにしている。　
　以下に説明するように略Ｌ字形状のガイド溝８１における周方向の溝部分により、装着
されて吸引により組織の回収を行う状態からフィルタ本体８２が取り外されるのを規制で
きるようにしている。そして、この周方向の溝に沿ってフィルタ本体８２を回動すること
により、内筒８３を回動させて、両吸引側管路を６１ａ、６１ｂを連通する状態に設定し
たり、閉塞して取り外しの際に外部に開口（大気開放）しない構造にしている。
【００４６】
　また、内筒８３には、その軸方向と直交する方向の側面部分の２箇所に開口部８３ａが
対向するように設けてあり、さらにこの内筒３の内周面における対向する２箇所には軸方
向に沿って形成されたキー溝（縦溝）８３ｂが設けてある。　
　これらのキー溝８３ｂには、フィルタ本体８２に設けた網目状に形成された平板形状の
フィルタ８２ｃの両端がはまりこむ構造にしている。また、このフィルタ本体８２の蓋８
２ａの上面には、着脱などの操作を行う操作用の摘み８２ｄが突設されている。
【００４７】
　なお、フィルタケース８１には、図１１（Ａ）に示すようにその内周面における上端付
近に内筒８３の抜け止めとしての機能を持つ突起８１ｐが設けてある。　
　また、この図１１（Ａ）におけるＣ－Ｃ断面は、図１１（Ｂ）のようになっている。こ
のような構成による本実施例の動作を説明する。　
　フィルタ本体８２を装着する場合には、図１０或いは図１１（Ａ）に示すようにフィル
タケース８１内の内筒８３のキー溝８３ｂにフィルタ本体８２のフィルタ８２ｃを（上方
から）填め込むようにすると共に、このフィルタ本体８２の上端付近の突起８２ｂをフィ
ルタケース８１のガイド溝８１ａに填め込む。そして、フィルタ本体８２をそのガイド溝
８１ａの縦溝部分に沿ってその下端まで挿入してから、さらに周方向の溝部分に沿って略
９０度回転する。
【００４８】
　フィルタ本体８２のフィルタ８２ｃは、内筒８３のキー溝８３ｂに収納されているので
、フィルタ本体８２の回転と共に、内筒８３も回転する。この回転前の状態では、内筒８
３は先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部及び後端側吸引側管路６１ｂの先端の開口部
とを閉塞しているが、９０度回転されることにより、図１１（Ｃ）に示すように内筒８３
の開口部８３ａにより、両開口部が連通する状態となる。　
　また、その中央にフィルタ８２ｃが配置され、この状態において、吸引切替弁３７を操
作して吸引状態に設定することにより、このフィルタ８２ｃにより組織の通過を防止して
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組織回収ができる。
【００４９】
　また、組織を回収（採集）できた場合には、フィルタ本体８２を９０度回転することに
より、先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部及び後端側吸引側管路６１ｂの先端の開口
部とを閉塞した状態に設定できる。そして、フィルタ本体８２を上方に引っ張る操作を行
うことにより、簡単にフィルタ本体８２をフィルタケース８１から取り外して、フィルタ
本体８２を病理検査に使用することができる。　
　本実施例においても、組織を回収できる状態（図１１（Ｃ）の状態）においては、フィ
ルタ本体８２が誤って取り外されるのを規制できるようにしていると共に、このフィルタ
本体８２を９０度回転することにより、少なくとも先端側吸引側管路６１ａの後端の開口
部を閉塞する状態に設定すると共に、この回転する操作でフィルタ本体８２を取り外し可
能な状態（つまり取り外し規制を解除する状態）にできるようにしているので、実施例１
の場合と同様に簡単な作業で、組織回収用のフィルタ本体８２の着脱ができる。
【００５０】
　図１２は第１変形例におけるフィルタ部８６の概略の構造を示す。このフィルタ部８６
は、実施例２の場合と同様に、フィルタケース８１Ａにおける対向する２箇所に開口部が
設けられ、一方の開口部には先端側吸引側管路６１ａの後端開口部が連結され、他方の開
口部には後端側吸引側管路６１ｂの先端開口部が連結されている。　
　フィルタケース８１Ａ内における先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部に当接するよ
うに板形状の閉塞部材（シール部材）８７が配置され、この閉塞部材８７は一端がフィル
タケース８１Ａの底面に固定された弾性部材としてのバネ８８により、上方に付勢されて
いる。　
　また、このフィルタケース８１Ａには上方から、例えば断面がＬ字形状のフィルタ８９
ａを設けたフィルタ本体８９がスライド自在に装着される。このフィルタ本体８９を装着
する場合、Ｌ字形状のフィルタ８９ａの端部は、閉塞部材８７の上端をバネ８８の弾性力
に抗して下方に移動し、図１２（Ａ）に示すように閉塞部材８７による開口部の閉塞を解
除し、組織回収を行える状態にする。
【００５１】
　この状態では、先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部に対向するフィルタケース８１
Ａ内は、網目状のフィルタ８９ａにより覆われ、吸引により、このフィルタ８９ａで組織
の回収ができる状態となる。　
　なお、このフィルタ本体８９におけるフィルタケース８１Ａに嵌合する嵌合部の長さＬ
ｂは、先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部の内径Ｌａより大きく設定してある。そし
て、図１２（Ａ）のフィルタ本体８９を装着して組織を回収できる状態で組織回収を行っ
た後、フィルタ本体８９を上方に移動させてフィルタケース８１Ａからフィルタ本体８９
が嵌合が解除されて取り外される前に、閉塞部材８７により先端側吸引側管路６１ａの後
端の開口部を閉塞できるようにしている。
【００５２】
　なお、フィルタ本体８９におけるフィルタケース８１Ａに嵌合する嵌合部の下端付近に
シール用のＯリング９２が設けてある。また、図１３の第２変形例のフィルタ部８６′の
ように、閉塞部材８７を板ばねによってバネ部８７ａと一体に形成しても良い。なお、図
１３（Ａ）及び図１３（Ｂ）は、それぞれ図１２（Ａ）及び図１２（Ｂ）の状態に対応す
る。　
　このような構成による第１の変形例によれば、図１２（Ｂ）の状態において、フィルタ
本体８９を上方から挿入することにより、図１２（Ａ）に示す組織回収ができる状態に簡
単に設定できると共に、図１２（Ａ）の状態からフィルタ本体８９を上方に引き抜く操作
を行うことにより、図１２（Ｂ）に示す状態に設定できる。　
　つまり、本変形例によれば、フィルタ本体８９を装着する操作で、閉塞部材８７による
先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部の閉塞を解除してフィルタ８９ａによる組織を回
収できる状態に設定できる。
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【００５３】
　また、フィルタ本体８９の取り外しの操作により閉塞部材８７による先端側吸引側管路
６１ａの後端の開口部の閉塞を行った後にフィルタ本体８９をフィルタケース８１Ａから
取り外し（離脱）ができる。　
　図１３は、図１２の場合とは形状が異なるが、図１２の場合と同様の作用効果を有する
。
【００５４】
　図１４（Ａ）は第３変形例におけるフィルタ部８６Ｂを示す。このフィルタ部８６Ｂに
おいても、先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部と、後端側吸引側管路６１ｂの先端の
開口部とがフィルタケース８１Ｂにおける対向する側面に設けた開口部に一体的に連結さ
れている。　
　先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部に隣接するフィルタケース８１Ｂ内面の開口部
よりも下側となる位置にゴム等の弾性部材により形成した板形状の閉塞部材９３の下端が
固定されており、この閉塞部材９３の上端側は、通常は図１４（Ｂ）に示すように先端側
吸引側管路６１ａの後端の開口部を気密的にシールし、さらにその上端は略Ｌ字形状に屈
曲して内側に延びるように、加工されている。
【００５５】
　そして、図１４（Ａ）に示すように、フィルタ８９ａを取り付けたフィルタ本体８９が
フィルタケース８１Ｂの開口する上端から嵌合してするように挿入されると、そのフィル
タ８９ａの下端で閉塞部材９３における屈曲した端部を引っかけるようにして下方側に変
形させ、閉塞していた先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部を開口させる。　
　つまり、フィルタケース８１Ｂにフィルタ８９ａを設けたフィルタ本体８９を装着する
ことにより、図１４（Ａ）に示すように組織を回収可能な状態に設定できる。　
　また、この状態からフィルタ本体８９の上端を掴んでフィルタケース８１Ｂから取り外
す操作を行う際に、フィルタ８９ａに引っかかっていた閉塞部材９３は係合が解除されて
図１４（Ｂ）に示すように閉塞部材９３は先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部を閉塞
する状態となり、この閉塞後にフィルタ本体８９はフィルタケース８１Ｂから取り外され
る。
【００５６】
　このように本変形例によれば、フィルタ本体８９をフィルタケース８１Ｂに嵌入させる
操作により装着状態にして、吸引操作により、組織を回収できるようにできると共に、装
着時と逆の操作を行うことにより、その途中で先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部を
気密的にシールし、そのシールした後にフィルタ本体８９がフィルタケース８１Ｂから外
れるようにできる。つまり、第１の変形例とほぼ同様の作用効果を有する。　
　図１５は第４変形例におけるフィルタ部８６Ｉを示す。このフィルタ部８６Ｉにおいて
も、先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部と、後端側吸引側管路６１ｂの先端の開口部
とがフィルタケース８１Ｂにおける対向する側面に設けた開口部に一体的に連結されてい
る。　
　フィルタケース８１Ｂ内には、ゴム等の弾性部材からなる管状部材１３１が収納されて
いる。この管状部材１３１は、下端がフィルタケース８１Ｂに固定され、上端が先端側吸
引側管路６１ａの後端の開口部に隣接するフィルタケース８１Ｂ内面の開口部よりも上側
となる長さを有しており、この管状部材１３１の上端側は、通常は図１５（Ｂ）に示すよ
うに先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部及び後端側吸引側管路６１ｂの先端の開口部
を閉塞している。
【００５７】
　そして、図１５（Ａ）に示すように、フィルタ８９ａを取り付けたフィルタ本体８９が
フィルタケース８１Ｂの開口する上端から嵌合するように挿入されると、そのフィルタ８
９の下端で管状部材１３１を変形させ、閉塞していた両管路６１ａ、６１ｂの開口部を開
口させる。　
　つまり、フィルタケース８１Ｂにフィルタ８９ａを設けたフィルタ本体８９を装着する
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ことにより、図１５（Ａ）に示すように組織を回収可能な状態に設定できる。　
　また、この状態からフィルタ本体８９の上端を掴んでフィルタケース８１Ｂから取り外
す操作を行う際に、管状部材１３１が元の形状に復元して、図１５（Ｂ）に示すように管
状部材１３１は先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部及び後端側吸引側管路６１ｂの先
端の開口部を同時に閉塞する状態となり、この閉塞後にフィルタ本体８９はフィルタケー
ス８１Ｂから取り外される。
【００５８】
　管状部材１３１は、図１６のフィルタ部８６Ｊのようにスポンジ等の発泡体１３１Ｂで
形成しても良い。なお、図１６（Ａ）及び図１６（Ｂ）は、図１５（Ａ）及び図１５（Ｂ
）において管状部材１３１部分が発泡体１３１Ｂにされた構成以外は同様である。　
　このように本変形例によれば、フィルタ本体８９をフィルタケース８１Ｂに嵌入させる
操作により装着状態にして、吸引操作により、組織を回収可能な状態にできると共に、装
着時と逆の操作を行うことにより、その途中で先端側吸引側管路６１ａの後端の開口部を
閉塞し、その閉塞した後にフィルタ本体８９がフィルタケース８１Ｂから外れるようにで
きる。つまり、第１変形例と同様の作用効果を有する。また、本変形例は、第１変形例と
以下のように若干異なる作用を行う。
【００５９】
　図１２の第１変形例等では、フィルタ本体８９が取り外された場合、先端側吸引側管路
６１ａの後端の開口部を閉塞（閉鎖）することにより、先端側吸引側管路６１ａを外部（
大気）と遮断する構成にしている。これに対し、図１５、図１６の第４及び第５変形例で
は、両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部を同時に閉塞（閉鎖）する構成にしている。　
　このため、第４及び第５変形例では、後端側吸引側管路６１ｂの先端の開口部を閉塞す
ることにより、外部と遮断するともいえる。なお、後述の実施例のように、スライドして
両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部を同時に閉塞（閉鎖）する構成にしても良い。　
　図１７は第６変形例におけるフィルタ部８６Ｃを示す。図１７（Ａ）は、フィルタケー
ス８１Ｃの軸に平行な断面によるその内部構成を示し、図１７（Ｂ）は図１７（Ａ）にお
けるＤ－Ｄ断面を示し、図１７（Ｃ）は図１７（Ｂ）において、管路切替ノブ９６を９０
度回転した組織回収状態を示す。
【００６０】
　このフィルタ部８６Ｃは、図１４に示したフィルタケース８１Ｂとは先端側吸引側管路
６１ａの後端の接続位置が若干異なるフィルタケース８１Ｃが採用されている。　
　また、図１７（Ａ）等に示すように、このフィルタケース８１Ｃに接続された先端側吸
引側管路６１ａは、直管状部分が途中でＬ字形状に屈曲され、この直管状部分には実施例
１と基本的には同様の機能を持つ管路切替ノブ９６の筒体部９６ａが嵌合して回動自在に
収納される。　
　この管路切替ノブ９６は、その軸方向に筒体部９６ａが形成され、その基端側は閉塞さ
れ、かつ軸と直交する方向に開口部９６ｂが設けてある。　
　そして、図１７（Ａ）及び図１７（Ｂ）に示す管路切替ノブ９６の回動位置の状態では
、先端側吸引側管路６１ａを閉塞した状態であり、この状態では図１７（Ｂ）に示すよう
に管路切替ノブ９６の先端の斜めの端部は、フィルタ本体８９のフィルタ８９ｃが収納さ
れたフィルタケース８１Ｃ内よりも退避した位置にある。従って、この状態ではフィルタ
本体８９をフィルタケース８１Ｃから取り外すことができる。
【００６１】
　この状態から管路切替ノブ９６を９０度回転することにより、図１７（Ｃ）に示すよう
に開口部９６ｂにより筒体部９６ａを経て先端側吸引側管路６１ａをフィルタケース８１
Ｃ内部とを連通する状態に設定できる。　
　つまり、フィルタ８９ｃにより組織回収を行う状態に設定できると共に、この状態では
管路切替ノブ９６の筒体部９６ａの先端がフィルタケース８１Ｃ内に突出して、フィルタ
本体８９が取り外されるのを規制する状態となる。　
　従って、本変形例によれば、実施例１とは若干異なる構造であるが、基本的には実施例
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１と殆ど同様の作用効果を有する。
【００６２】
　図１８は、第７変形例におけるフィルタ部８６Ｄを示す。このフィルタ部８６Ｄは、例
えば図１４に示したフィルタ部８６Ｂにおいて、閉塞部材９３を設ける代わりに、先端側
吸引側管路６１ａ内に電磁弁９７を設けている。　
　また、フィルタケース８１Ｂにおける例えば上端寄りの内周面には、例えば押圧される
とＯＦＦからＯＮになるスイッチ９８が設けてある。　
　電磁弁９７及びスイッチ９８は、信号線９９を介して内視鏡外部の図示しない制御装置
に接続され、制御装置は、スイッチ９８がＯＮにされると、電磁弁９７を開にし、スイッ
チ９８がＯＦＦにされると、電磁弁９７を閉にする。
【００６３】
　従って、図１５に示すようにフィルタケース８１Ｂにフィルタ本体８９を装着して組織
を回収できる装着状態に設定すると、スイッチ９８がフィルタ本体８９の内側端面によっ
て押圧されてＯＮとなり、電磁弁９７が開となり、組織を回収することができる状態とな
る。　
　そして、組織を回収した後、フィルタ本体８９をフィルタケース８１Ｂから外すために
上方に移動すると、フィルタケース８１Ｂが外部と連通する前に、スイッチ９８は押圧さ
れない状態となってＯＦＦとなる。すると、電磁弁９７が閉にされ、先端側吸引側管路６
１ａを電磁弁９７部分で閉塞する。つまり、フィルタ本体８９を取り外す操作を行うと、
その途中で先端側吸引側管路６１ａが閉塞状態に設定されるので、フィルタ本体８９を支
障なく取り外すことができる。
【００６４】
　本変形例においても、フィルタケース８１Ｂからフィルタ本体８９を取り外す途中で先
端側吸引側管路６１ａを閉塞できるので、ユーザは先端側吸引側管路６１ａを閉塞する作
業を行うことなくフィルタ本体８９の着脱ができ、使い勝手を向上することができる。
【００６５】
　図１９（Ａ）は、第８変形例におけるフィルタ部８６Ｅを示し、図１９（Ｂ）はフィル
タ本体８９を外した状態を示す。　
　本変形例におけるフィルタ部８６Ｅは、例えば図１４に示したフィルタ部８６Ｂにおい
て、フィルタケース８１Ｂ内の底面に一端を固定した弾性部材としてのバネ１０１により
上方に付勢した閉塞板１０２を設けている。　
　図１９に示すバネ１０１の代わりに、図２０に示す第９変形例のフィルタ部８６Ｋのよ
うな円錐ばね１０１Ｂでも良く、又、図２１のフィルタ部８６Ｋ′のように円錐ばね１０
１Ｂを図２０と上下反対に設置しても良い。
【００６６】
　つまり、第８変形例おけるバネ１０１は、通常は、その弾性力により図１９（Ｂ）に示
すように閉塞板１０２を、両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部よりも上方側の位置に設
定し、この状態では両吸引側管路６１ａ、６１ｂは外部と気密状態に保持される。　
　また、図２１に示すフィルタ部８６Ｋ′では、閉塞板１０２の上面にパッキン１３３が
設けられ、フィルタケース８１Ｂの上部の突起１３４にパッキン１３３が押し付けられて
気密状態を保持する。　
　また、図２２のフィルタ部８６Ｋ″ように上面をテーバ状にしたパッキン１３３Ｂにし
て、このテーパ状のパッキン１３３Ｂと下面をテーパ状にした突起１３４Ｂを当接させて
も良い。更に、例えば、図２０等に示す閉塞板１０２をパッキン１３３等と同じ材料で形
成しても良い。
【００６７】
　図１９（Ｂ）に示す気密状態において、フィルタケース８１Ｂに対して、フィルタ本体
８９を上方から嵌入させて装着することにより、フィルタ８９ａの下端が閉塞板１０２を
両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部の位置よりも下方位置に押し下げる。そして、図１
９（Ａ）の装着状態にする。　
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　従って、この装着状態においては、吸引操作を行うことにより、吸引された組織をフィ
ルタ８９ａにより回収することができる。　
　組織を回収した後、このフィルタケース８１Ｂからフィルタ本体８９を取り外すために
上方に移動させると、その途中で図１９（Ｂ）に示す状態になる。つまり、図１９（Ａ）
に示すようにフィルタ本体８９における嵌合長の長さＬｄは、閉塞板１０２による閉塞状
態に達するまでの移動量Ｌｃより長く設定されているので、フィルタ本体８９がフィルタ
ケース８１Ｂから外れる前に、両吸引側管路６１ａ、６１ｂを外部に開口（大気開放）す
ることなく気密状態を保持する。
【００６８】
　従って、本変形例は、第１或いは第３変形例とほぼ同様の作用効果を有する。また、図
２０の第９変形例、図２１及び図２２の第１０、第１１変形例もほぼ同様の作用効果を有
する。　
　図２３は、第１２変形例におけるフィルタ部８６Ｌを示す。　
　本変形例におけるフィルタ部８６Ｌは、フィルタケース８１Ｂ内にゴム等の弾性部材か
らなる閉塞塊１４１を設けている。そして、閉塞塊１４１の上端には、フィルタ８９ａの
下端に設けられた係合部１４２が係合する係合孔１４３が設けられている。　
　フィルタケース８１Ｂに対して、フィルタ本体８９を上方から嵌入させて装着すること
により、フィルタ８９ａの下端の係合部１４２が閉塞塊１４１の係合孔１４３に係合し、
閉塞塊１４１を両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部の位置より下方に押し下げる。そし
て、図２３（Ａ）の装着状態にする。
【００６９】
　この状態においては、吸引操作を行うことにより、吸引された組織をフィルタ８９ａに
より回収することができる。　
　組織を回収した後、フィルタケース８１Ｂからフィルタ本体８９を取り外すために上方
に移動させると、その途中で図２３（Ｂ）に示す状態になる。つまり、閉塞塊１４１は、
フィルタケース８１Ｂの上部にある突起１４４に当接してとまり、側部全周に形成された
凹部１４５が両吸引管路６１ａ、６１ｂの開口部に位置することにより、両吸引側管路６
１ａ、６１ｂを外部に開口することなく連通させる。　
　その後、さらにフィルタ本体８９を引いて係合部１４２を係合孔１４３から外す。する
と図２３（Ｃ）の状態となる。　
　図２４は図２３のフィルタ部８６Ｌを変形した第１３変形例のフィルタ部８６Ｍを示す
。このフィルタ部８６Ｍは、図２３のフィルタ部８６Ｌにおける閉塞塊１４１を円錐台形
状の閉塞塊１４１Ｂにしている。そして、図２３（Ａ）の場合と同様に図２４（Ａ）に示
すようにフィルタ８９ａの下端の係合部１４２が閉塞塊１４１の係合孔１４３に係合し、
閉塞塊１４１Ｂを両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部の位置より下方に押し下げる。そ
して、閉塞塊１４１Ｂの底面がフィルタケース８１Ｂの内側底面に接触させる。
【００７０】
　この装着状態においては、吸引操作を行うことにより、吸引された組織をフィルタ８９
ａにより回収することができる。　
　組織を回収した後、フィルタケース８１Ｂからフィルタ本体８９を取り外すために上方
に移動させると、その途中で図２４（Ｂ）に示す状態になる。つまり、閉塞塊１４１Ｂの
円錐面部分に、フィルタケース８１Ｂの上部にある突起１４４が食い込む状態になり、密
閉状態を維持した状態で閉塞塊１４１Ｂが突起１４４に固定されてとまる。　
　この状態では、閉塞塊１４１Ｂの底面が例えば両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部の
上端付近に位置することになり、両吸引側管路６１ａ、６１ｂを外部に開口することなく
連通させる。
【００７１】
　その後、さらにフィルタ本体８９を引いて係合部１４２を係合孔１４３から外す。する
と図２４（Ｃ）の状態となる。この変形例は図２３の場合とほぼ同様の作用効果を有する
。　
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　また、図２５に示す第１４変形例のフィルタ部８６Ｎのようにしても良い。このフィル
タ部８６Ｎは、外周にＯリング１５１を設けた閉塞板１５２の上面の凸部に係合孔１５３
を有し、フィルタ８９ａの下端に設けたフック１５４を係合させる構造にしたものである
。その他の構成は図２３の場合と同様である。　
　ここで、閉塞板１５２のＯリング１５１は、図２５（Ｂ）及び図２５（Ｃ）に示すよう
に両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部の上方（突起１４４の手前）でのみ気密状態を保
つ。
【００７２】
　本変形例でも、第８変形例とほぼ同様の作用効果を有する。つまり、フィルタケース８
１Ｂに対して、フィルタ本体８９のフック１５４を係合孔１５３に係合させて、上方から
押し下げると図２５（Ａ）の装着状態となる。この装着状態でフィルタ８９ａにより組織
を回収することができる。その後、フィルタケース８１Ｂからフィルタ本体８９を取り外
すために上方に移動させると、その途中で図２５（Ｂ）に示す状態になる。　
　この状態では、閉塞板１５２の底面が例えば両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開口部の上
端付近に位置することになり、両吸引側管路６１ａ、６１ｂが外部に開口することなく連
通する。　
　その後、さらにフィルタ本体８９を引いて係合を解除すると図２５（Ｃ）の状態となる
。
【００７３】
　図２６は第１５変形例のフィルタ部８６Ｐを示し、このフィルタ部８６Ｐは、図２５の
フィルタ部８６Ｎを変形した構成である。このフィルタ部８６Ｐは、図２５のフィルタ部
８６Ｎにおいて、閉塞板１５２がゴム等の弾性板１５２Ｂで形成され、その外周にクリッ
ク溝１６１が設けてある。　
　また、この弾性板１５２Ｂの下面は、硬質のフレーム１６２で補強され、このフレーム
１６２の中央の軸体は、例えば弾性板１５２Ｂの中央の孔を通して上方に突出し、この軸
体の上端付近に図２５の場合と同様に係合孔１５３が設けられている。また、図２５の場
合と同様に、この係合孔１５３に、フィルタ本体８９におけるフィルタ８９ａの下端に設
けたフック１５４を係入できるようにしている。
【００７４】
　また、本変形例では、フィルタケース８１Ｂにおける両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開
口部より上部の位置にクリック突起１６３が設けられ、図２６（Ｂ）或いは図２６（Ｃ）
に示すようにクリック溝１６１を係入することにより、弾性板１５２Ｂの下側を気密状態
に保持する。その他の構成は、図２５と同様である。また、図２６（Ａ）、図２６（Ｂ）
、図２６（Ｃ）は図２５（Ａ）、図２５（Ｂ）、図２５（Ｃ）に対応し、その作用効果も
図２５の場合と同様である。　
　図２７（Ａ）は、第１６変形例におけるフィルタ部８６Ｆを示し、図２７（Ｂ）は、フ
ィルタ１１４ａが取り付けられたフィルタ本体１１４を示す。　
　このフィルタ部８６Ｆは、例えば筒体形状のフィルタケース８１Ｆが用いられ、このフ
ィルタケース８１Ｆには、第１の貫通孔１１１と第２の貫通孔１１２とが設けられたスラ
イド部材１１３がスライド自在に取り付けられる。　
　第１の貫通孔１１１には、図２７（Ｂ）に示すようにフィルタ１１４ａを取り付けたフ
ィルタ本体１１４が挿脱自在に取り付けられている。　
　図２７（Ａ）の状態では、吸引操作により、吸引された組織をフィルタ１１４ａで回収
することができる。
【００７５】
　組織の回収後には、図２７（Ａ）の状態からスライド部材１１３を下方側にスライド移
動することにより、第１の貫通孔１１１と第２の貫通孔１１２との間の閉塞部１１３ａに
より、両吸引側管路６１ａ、６１ｂが閉塞された後、フィルタ本体１１４が取り外し可能
な位置に設定される。　
　なお、フィルタ本体１１４を取り外し可能な位置に設定した位置から、さらに（図２７
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における）下方側に移動することにより、第２の貫通孔１１２により両吸引側管路６１ａ
、６１ｂを連通する状態に設定することができる。　
　組織を回収しない場合には、第２の貫通孔１１２により両吸引側管路６１ａ、６１ｂを
連通する状態に設定して使用することもできるようにしている。また、フィルタケース８
１Ｆには、気密用のＯリングが設けてあり、スライド部材１１３を移動した場合にそれら
の間で、気密を保つようにしている。　
　本変形例も簡単な構成で、スライド部材１１３を移動する操作でフィルタ１１４ａによ
る組織を回収する状態に設定できると共に、吸引によりフィルタ１１４ａで回収した組織
をフィルタケース８１Ｆから取り外す位置に設定することもでき、その移動の際に必要と
なる少なくとも先端側吸引側管路６１ａを閉塞をすることができる。
【実施例３】
【００７６】
　次に本発明の実施例３を図２８を参照して説明する。図２８（Ａ）は、実施例３におけ
るフィルタ部８６Ｇを示す。このフィルタ部８６Ｇでは、フィルタケース８１Ｇに装着さ
れるフィルタ本体１２１に、フィルタ１２１ａが偏心して取り付けられている。なお、図
１８（Ａ）では、透明なフィルタケース８１Ｇにより、その内側のフィルタ１２１ａが視
認できる状態で示している。　
　そして、ユーザは、フィルタ本体１２１の上面に設けられた摘み１２１ｂを操作して、
９０度回転することにより、図２８（Ａ）及び図２８（Ｂ）に示す組織を回収する状態と
、図２８（Ｃ）に示す組織を回収しない状態とを切り替えられるようにしている。
【００７７】
　なお、図２８では示していないが、フィルタケース８１Ｇの底面側には、例えば図１９
に示したバネ１０１により閉塞板１０２が上方に付勢されている。そして、フィルタケー
ス８１Ｇからフィルタ本体１２１を取り外す場合には、両吸引側管路６１ａ、６１ｂの開
口部を閉塞をすることができるようにしている。　
　このような構成による本実施例によれば、フィルタ本体１２１をフィルタケース８１Ｇ
に装着した状態において、フィルタ本体１２１を回転することにより、組織を回収する状
態と組織を回収しない状態とに簡単に切り替えられる。　
　従って、フィルタ１２１ａにより意図しない組織を回収してしまうことを防止すること
ができる。　
　また、フィルタ本体１２１をフィルタケース８１Ｇから着脱する作業も簡単に行うこと
ができる。
【００７８】
　図２９（Ａ）及び図２９（Ｂ）は、変形例におけるフィルタ部８６Ｈを示す。このフィ
ルタ部８６Ｈは、図２９のような筒体形状のフィルタケース８１Ｈの筒体内にスライド部
材１２３をスライド自在にはめ込むようにしている。なお、図２９（Ａ）では、スライド
部材１２３を透明な部材で形成し、その内部のフィルタ１１４ａが視認できるようにして
いる。　
　図２９（Ｂ）に示すように、このスライド部材１２３には、第１の貫通孔１１１と第２
の貫通孔１１２とが設けられ、第１の貫通孔１１１には、フィルタ１１４ａが取り付けら
れている。　
　なお、フィルタケース８１Ｈの内面は、シール機能を有するゴム等の部材で形成されて
いる。その代わりに、フィルタケース８１Ｈの内面にシール用のＯリングを設けるように
しても良い。
【００７９】
　そして、このスライド部材１２３を矢印で示すようにスライド移動することにより、組
織を回収する状態と組織を回収しない状態とに簡単に切り替えられるようにしている。　
　つまり、図２９（Ｂ）に示す状態では、第２の貫通孔１１２により両吸引側管路６１ａ
、６１ｂを連通する状態であり、この状態では組織を回収しない設定状態となる。この状
態からスライド部材１２３を上方（図２９（Ａ）では左側）に移動することにより、フィ
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ルタ１１４ａが取り付けられた第１の貫通孔１１１により、両吸引側管路６１ａ、６１ｂ
を連通する状態に設定できる。この設定状態では、吸引させる操作を行うことにより、フ
ィルタ１１４ａで組織の回収を行うことができる。　
　このように簡単な操作で組織の回収を行う状態と、組織の回収を行わない状態との切替
設定が簡単にできる。　
　なお、この図２９では、スライド部材１２３の第１の貫通孔１１１にフィルタ１１４ａ
を固定した構造にしているが、図２７に示すように第１の貫通孔１１１にフィルタ１１４
ａを固定したフィルタ本体１１４を挿脱自在に取り付けるようにしても良い。　
　なお、上述した各実施例等を部分的に組み合わせる等して構成される実施例等も本発明
に属する。
【００８０】
［付記］
１．請求項１において、前記フィルタ部材は、前記吸引切替弁より先端側となる操作部に
設けられる。　
２．請求項１において、前記着脱機構は、前記フィルタ部材により組織回収を行う位置か
ら、前記フィルタ部材が内視鏡から取り外しが可能となる位置に至るまで、前記フィルタ
部材に連通する先端側の吸引管路が外部に開口しない閉塞状態を維持する。　
３．請求項４において、前記フィルタ部材は、前記吸引管路の途中に設けられたケース内
に着脱自在に装着される。　
４．付記３において、前記閉塞手段は、ケース内に装着された前記フィルタ部材を、前記
ケースから取り外すために必要となる回転操作に連動して、前記ケース内に回動自在に配
置され、前記フィルタ部材に係合する内筒により、少なくとも前記フィルタ部材の先端側
吸引管路を閉塞する。
【００８１】
５．付記４において、前記内筒による先端側吸引管路を閉塞する回転操作後に、前記フィ
ルタ部材の前記ケースからの取り外しの規制が解除される。　
６．付記３において、前記閉塞手段は、前記ケースの底部側に配置された弾性部材により
前記フィルタ部材の先端側吸引管路を閉塞する閉塞部材により構成される。　
７．付記３において、前記閉塞手段は、前記ケース内における前記フィルタ部材の先端側
吸引管路を閉塞する弾性部材により構成される。　
８．付記３において、前記閉塞手段は、前記ケースの底部側に配置された弾性部材により
前記フィルタ部材の両側の吸引管路を閉塞する閉塞部材により構成される。　
９．付記３において、前記閉塞手段は、前記ケースに嵌合してスライド自在に取り付けら
れ、前記フィルタ部材が着脱自在に取り付けられたスライド部材により構成される。
【００８２】
１０．付記９において、前記フィルタ部材は、前記スライド部材に設けた貫通孔に着脱自
在に取り付けられ、前記貫通孔が前記ケースの側面で開口する両側の吸引管路に連通して
組織の回収を行う装着位置から前記フィルタ部材を取り外し位置に移動するまでの間、前
記スライド部材における前記貫通孔に隣接する部分で前記両側の吸引管路を閉塞する。　
１１．付記３において、前記フィルタ部材は、前記ケース内に回動自在に配置され、前記
フィルタ部材を回動した２つの回動位置により、前記フィルタ部材を構成する網目形状の
フィルタにより組織を回収する第１の位置と、フィルタを通すことなく組織を通過させる
第２の位置とに切替設定可能である。　
１２．付記３において、前記フィルタ部材は、前記ケースに嵌合してスライド移動可能で
あり、前記スライド移動により設定される２つの設定位置により、前記フィルタ部材を構
成する網目形状のフィルタにより組織を回収する第１の位置と、フィルタが設けてない貫
通孔により組織を通過させる第２の位置とに切替設定可能である。
【００８３】
１３．内視鏡における吸引管路の途中に設けられた吸引切替弁よりも先端側の前記吸引管
路の途中に配置可能で、吸引により組織を回収する組織回収用のフィルタ部材と、
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　前記フィルタ部材を前記内視鏡から取り外す際に、少なくとも前記フィルタ部材よりも
先端側の前記吸引管路側が外部に開口するのを規制して着脱自在とする着脱機構と、
　を具備したことを特徴とする組織回収用フィルタ装置。　
１４．付記１３において、前記着脱機構は、前記フィルタ部材が、該フィルタ部材より先
端側の吸引管路と連通する状態においては、前記フィルタ部材の取り外しを規制する規制
手段を具備する。　
１５．付記１３において、前記着脱機構は、前記フィルタ部材を取り外す際に、前記フィ
ルタ部材よりも先端側の前記吸引管路側を閉塞する管路閉塞手段と、
　前記管路閉塞手段による閉塞の動作に連動して前記フィルタ部材の取り外しの規制を解
除する規制解除手段と、
　を具備する。
【００８４】
１６．付記１３において、前記着脱機構は、前記フィルタ部材を装着された装着位置から
取り外し位置付近にまで移動するまでの間に、少なくとも前記フィルタ部材よりも先端側
の前記吸引管路側が外部に開口しないように閉塞する閉塞手段を具備する。　
１７．付記１３において、前記フィルタ部材は、組織回収用の網目形状のフィルタを有し
、前記フィルタを前記吸引管路に対向する組織回収用の位置と、組織回収を行わない位置
とに切替設定可能にした。　
１８．吸引管路の途中に組織回収用のフィルタ部材を設けた内視鏡において、
　前記フィルタ部材は、組織回収用の網目形状のフィルタを有し、前記フィルタを前記吸
吸引管路の途中に配置して、吸引により前記吸引管路の長手方向に略直交して組織回収を
行う第１の位置と、組織回収を行わないで、組織の通過を阻止しない第２の位置とに切替
設定を可能にしたことを特徴とする内視鏡。
【００８５】
１９．付記１８において、前記第２の位置における前記フィルタ部材による組織を通過さ
せる部分の最小の実効断面積は、前記吸引管路における最小となる内径の断面積よりも大
きく設定されている。　
２０．付記１８において、前記フィルタ部材は、前記吸引管路の途中に設けたケース内に
着脱自在に装着される。　
２１．付記２０において、前記フィルタ部材は、前記ケース内に回動自在に配置され、前
記フィルタ部材を回動した２つの位置により、前記第１の位置と第２の位置とに切替設定
可能である。　
２２．付記２０において、前記フィルタ部材は、前記ケース内にスライド移動可能であり
、前記スライド移動により、前記第１の位置と第２の位置とに切替設定可能である。
【００８６】
（付記１８～２２の背景）
　内視鏡検査においては、必要に応じてチャンネル（管路）内に処置具を挿通して、検査
対象部位の組織を切除し、切除した組織を体外に回収して病理検査を行う場合がある。　
　切除した組織を体外に回収する場合、処置具とともに（内視鏡）挿入部を体外に抜去す
る方法もあるが、挿入部を抜去及び再挿入する操作は手間及び時間がかかる場合がある。
　このため、例えば実開昭６２ー７４８０４号公報の従来例には、内視鏡の処置具挿入口
と吸引管路との連結部に組織回収用のフィルタ（網籠）を配置して、吸引ポンプによる吸
引により、このフィルタ部分に管路内を通したポリープ等の組織をフィルタで捕捉する構
成が開示されている。　
　また、このフィルタの外側は、連結部の開口を覆うキャップで覆われており、このキャ
ップを取り外すことによりフィルタを着脱することができる。
【００８７】
　しかしながら、上記従来例は、内視鏡検査中のようにフィルタを装着した状態において
は、組織を回収しようと思わない場合にも、上記フィルタにより（網より大きい）組織の
通過を阻止してしまうため、フィルタが目づまりしたり、吸引排出しようとする際の管路
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の通過機構が低下して吸引排出するのに時間がかかる欠点がある。　
　このため、吸引管路の途中に、組織回収用に網目形状のフィルタを備えたフィルタ部材
を組織を回収できる状態と、組織を回収しないでフィルタを通さないで通過させることが
できる内視鏡を提供することを目的として付記１８～２２の構成にした。
【産業上の利用可能性】
【００８８】
　吸引切替弁よりも先端側の吸引管路の途中に吸引により組織を回収する組織回収用フィ
ルタ部材を設け、かつ簡単な作業で取り外しができる構成にしているので、内視鏡検査の
際に、ポリープなどの部位から組織を採取して病理検査を行いたい場合、組織の採取等を
円滑に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明の実施例１の内視鏡を備えた内視鏡システムの全体構成図。
【図２】実施例１の内視鏡における処置具挿入部における処置具側口金に沿った内部構造
を示す縦断面図。
【図３】処置具挿入部における吸引側口金に沿った内部構造を示す縦断面図。
【図４】図２のＡ矢視方向から見たフィルタユニットの周辺部を一部を断面で示す図。
【図５】図２のＢ－Ｂ断面により処置具側口金及び吸引側口金周辺部の構造を示す断面図
。
【図６】組み付けた状態のフィルタユニットを示す斜視図。
【図７】分解した状態のフィルタユニットを示す斜視図。
【図８】組織を回収しない状態と組織を回収する状態に設定した場合のフィルタ部４２の
内部構成の概略図。
【図９】本発明の実施例２の内視鏡におけるフィルタ部が設けられた操作部周辺部の概略
の構成図。
【図１０】フィルタ部の構成部材を分解して示す斜視図。
【図１１】フィルタ本体が未装着状態及びフィルタ本体が装着状態のフィルタ部の構造を
示す断面図。
【図１２】第１変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図１３】第２変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図１４】第３変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図１５】第４変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図１６】第５変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図１７】第６変形例における組織回収をしない状態及び組織回収をする状態に設定した
場合のフィルタ部の構造を示す断面図。
【図１８】第７変形例における電磁弁を設けたフィルタ部を示す断面図。
【図１９】第８変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図２０】第９変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図２１】図２０を変形した第１０変形例におけるフィルタ部を示す断面図。
【図２２】図２０を変形した第１１変形例におけるフィルタ部を示す断面図。
【図２３】第１２変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図２４】第１３変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図２５】第１４変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図２６】第１５変形例におけるフィルタ本体が装着状態のフィルタ部等を示す断面図。
【図２７】第１６変形例におけるフィルタケースにスライド自在な部材に、フィルタ本体
が装着されたフィルタ部及びフィルタ本体を示す図。
【図２８】本発明の実施例３におけるフィルタ本体の回動位置により組織回収を行う状態
と組織回収を行わない状態とを切り替えられるようにしたフィルタ部を示す図。
【図２９】変形例におけるスライド移動により回動位置により組織回収を行う状態と組織
回収を行わない状態とを切り替えられるようにしたフィルタ部を示す図。
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【符号の説明】
【００９０】
　１…内視鏡装置
　２…内視鏡
　６…吸引装置
　６ａ…吸引ポンプ
　７…挿入部
　８…操作部
 １０…コネクタ
　１１…先端部
　１２…湾曲部
　１３…軟性部
　２８…把持部
　３０…処置具側管路
　３１…処置具挿入部
　３１ａ…外装部材
　３２…吸引側管路
　３３…管路分離部
　３４…フィルタユニット
　３５…処置具側口金
　３５ａ…（処置具側口金）開口部
　３６…吸引側口金
　３６ａ…（吸引側口金）開口部
　３７…吸引切替弁
　３８…内筒
　４１…鉗子栓部
　４２…フィルタ部
　４４…処置具挿通チューブ
　４５…接続口金
　４６…処置具側パイプ
　４７…外装部材
　４８…フレーム
　４９…固定部材
　５１…パッキン
　５２…樹脂部材
　５５…ナット
　６１…吸引側パイプ
　６２…接続口金
　６８…フィルタケース
　６８ｂ…筒体部
　６８ｃ…組織収納室（組織回収室）
　７１…鉗子栓部本体
　７２…鉗子栓
　７２ａ…処置具挿入口
　７５…管路切替ノブ
　７５ａ…筒体部
　７５ｂ…処置具挿入管路
　７５ｃ…フィルタ側開口部
　７５ｄ…抜け止め端部
　７５ｅ…フィルタ側管路
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　７７…フィルタ本体
　７７ａ…フィルタ
　７７ｃ…フィルタ位置切替ノブ
　７７ｄ…切り欠き

【図１】 【図２】
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